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此
の
町
は
尾
山
八
町
の
一
町
に
て
、
止
臼
佐
久
間
盛
政
金
源
按
之
時
建

て
た
る
町
名
也
。
そ
の
か
み
金
浮
草
創
の
頃
は
.
袋
町
溢
よ
り
安
江

町
・
安
江
木
町
へ
か
け
.
上
安
江
村
の
村
落
あ
り
し
を
.
村
申
揮
を
ば
市

外
へ
迫
出
し
.
村
跡
を
ば
町
地
と
な
し
た
り
。
故
に
安
江
町
と
綿
す

と
い
へ
り
。
按
宇
る

K
.
元
和
元
年
九
月
利
常
卿
の
印
舎
に
、
石
川

部
袋
品
村
永
不
作
之
内
、
先
年
利
長
御
在
判
陀
て
新
聞
被
『拘
付
一
年

武
米
の
事
、
営
年
以
来
毎
年
九
拾
依
宛
可
a
納
所
一
之
旨
申
上
週
間
屈
服
申

云
々
。
と
椛
せ
ら
れ
、
宛
名
袋
島
村
八
兵
衛
安
江
町
市
兵
衛
・
石
浦

町
叉
右
衛
門
・
己

ぷ
村
加
兵
衛
と
あ
り
。
元
和
年
中
ま
で
も
、
安
江

町
-
石
浦
町
の
岡
町
は
、
品
川
い
に
し
へ
よ
り
の
農
民
俗
に
残
り
居
た

り
し
都
知
ら
れ
け
り
。
安
江
町
・
石
油
町
雨
町
北
ハ
そ
の
か
み
村
落
の

跡
な
り
し
故
也
。

金
滞
官
制
叫
志
品
世
廿
占
ハ

」ー，、
占，、

O
よ
安
江
村
祉

鍛
冶
町
八
勝
山
来
紀
陀
云
ふ
。
合
制
八
幡
は
、
安
江
庄
の
氏
一
仰
に
て
.

昔
安
江
，
次
郎
盛
高
の
迭
立
也
。
往
古
は
今
の
下
堤
町
の
後
a
深
美
氏

の
邸
地
民
銀
座
あ
り
。
共
頃
は
上
安
江
の
村
洛
は
安
江
町
の
地
溢
K

あ
り
。
然
る
を
金
滞
市
中
取
脱
げ
ら
れ
し
に
依
っ
て
、
枇
も
村
市
惜
も

共
陀
移
師
時
命
ぜ
ら
れ
、
村
跡
悉
く
町
地
と
た
り
た
り
と
。
或
は
一
耳
ふ
。

下
安
江
村
の
移
柑
仰
を
命
ぜ
ら
れ
し
は
.
使
長
年
中
也
と
い

へ
り
。
按

十
る
花
、
三
笠
記
花
、
元
和
年
由
・
陀
浅
野
川
下
安
江
と
云
ふ
臨
ま
で

期
川
を
通
し
.
般
の
通
路
E
た
さ
し
む
と
あ
り
。
元
利
以
前
阪
に
村

落
を
ば
今
の
地
へ
移
柑
押
せ
し
事
い
ち
じ
る
し
。
安
江
の
邑
仰
に
、
背

は
安
江
上
・
下
岡
村
共
に
大
村
陀
て
・
上
安
江
村
は
村
両
千
三
百
石

飴
た
り
し
か
ど
、
村
地
悉
く
町
地
と
成
り
、
村
落
は
測
地
を
命
ぜ
ら

れ
、
今
は
悶
畠
の
地
所
甚
だ
些
少
陀
成
h
y
、
村
の
戸
数
も
総
か
陀
な

り
た
り
。
下
安
江
村
は
殊
に
村
地
腕
く
、
悶
畠
多
か
り
し
ゅ
主
、
村

洛
の
移
廊
を
命
ぜ
ら
れ
し
後
と
て
も
、
今
以
て
岡
高
の
地
所
多
し
と

い
へ
り
。

O
安

江

庄

石
浦
紳
祉
に
僻
来
せ
る
究
武
八
年
の
氏
子
地
闘
に
、
安
江
町
・
安
江




